職種：開発・設計　　職務：製品開発

【概要】

社会経済動向や流行、顧客動向等を把握し、金属加工製品に対するニーズやトレンドに基づいた既存の製品のデザインの改良や新製品を開発する仕事。

【仕事の内容】

製品を量産する前に、必要な技術、材料の特性、原価を検討し、実際に試作品の作成・評価を行う。製品開発の仕事は、主に技術ラインで行われ、製品企画、デザインの改良・開発、試作品の製作の３つに大別される。

1． 製品企画は市場のニーズを客観的に分析し、製品の企画を遂行する仕事である。材料特性を理解した材料の選択から、原価計算や特許関係の調査を踏まえた製品企画を遂行する。

2． デザインの改良・開発は、顧客のニーズやトレンド、製造工程・原価等に関する情報を収集分析し、製品デザインの改良・開発に反映させる企画を遂行する。

3． 試作品の製作は、製品開発に向けた生産工程・生産技術を考慮しながら、試作品を作成、評価する仕事である。

【求められる経験・能力】

（１）金属プレス加工における仕事の中では比較的高度な技術が要求されるため、金属プレス加工の経験を積んだ従業員が担当する。基礎的な知識は１年程度で習得することができるが、実際に製品を設計・開発できるようになるには、さらに数年の経験が必要である。

（２）材料、成形、金型に関する知識、生産工程の設計に関する知識は必須である。試作品が量産された場合のコストと収益を算出するコスト感覚も求められる。さらに今後は、特許関係の知識も重要になる。

（３）高度な知識・技能が要求される仕事であることから、技術・技能の高度化に向けて常に努力する姿勢が重要である。材料、プレス加工法、金型に関する先端的な技術動向、市場のニーズやトレンドを把握するだけの情報収集能力も求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定

機械・プラント製図職種（機械製図手書き作業）（１級・２級・3級）

機械・プラント製図職種（機械製図CAD作業）（１級・２級・3級）
金型製作職種（特級）
金型製作職種（プレス金型製作作業）（１級・２級）

金属プレス加工職種（特級）
金属プレス加工職種（金属プレス作業）（１級・２級）
· プレス機械作業主任者

· 高度熟練技能者　（職種：金型製作）
【労働省職業分類（小分類）との対応】

５５１　金属工作機械工　５５２　金属プレス工　５５９　その他の金属加工の職業
